
 

データ  シート
Cisco Unified MobilityManager バージョ ン 1.0 
リ リース 1.2
シスコ  ユニファイ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ンにおける音声および IP コ ミ ュニケーシ ョ ンの製品およびアプリ ケーシ ョ ンは、コ ミ ュ

ニケーシ ョ ンを円滑にし、 ビジネス  プロセスの短縮、 適切な リ ソースの迅速な活用、 および生産性と利益の拡大を可能にしま

す。 シスコ  ユニファ イ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ンの製品は、 シスコ  ビジネス  コ ミ ュニケーシ ョ ン  ソ リ ューシ ョ ンに不可欠です。

シスコ  ビジネス  コ ミ ュニケーシ ョ ン  ソ リ ューシ ョ ンは、 ネッ ト ワーク  インフラス ト ラ クチャ、 セキュ リ ティ、 ネッ ト ワーク

管理の各製品、 無線接続、 ライフサイクル サービスなどから構成されます。

Cisco Unified MobilityManager を使用するこ とで、 企業の従業員は、 オフ ィ スにいるかど うかに関係なく、 仕事に常に関わるこ

とができます。Cisco Unified MobilityManager は、Cisco Mobile Connect エンタープライズ モビ リティ  サービスの導入によ り、エ

ンタープラ イズ キャンパスの内外の従業員が IP コ ミ ュニケーシ ョ ンを利用できるよ うにします。 Cisco Unified CallManager、
Cisco Unified MobilityManager と統合されるアプ リ ケーシ ョ ン  サーバは、 オフ ィ スの IP フォンと リモートの携帯電話の間の通

話をインテ リジェン トに管理、 フ ィルタ リ ング、ルーティング、および発信できるよ うにします。 Cisco Unified MobilityManager
を使用する と、 従業員はオフ ィ スにいるか、 移動中か、 リモート  オフ ィ スにいるかど うかに関係なく、 通話を中断せずに、 作

業に最も適したデバイスから業務上の電話を受信および発信できます。 Cisco Unified MobilityManager を使用する と、 企業の IT
およびテレコム関連のマネージャは、モバイル ワーカーの通信のニーズを満たしながら、 Cisco Unified CallManager で使用でき

るエンタープライズ IP コ ミ ュニケーシ ョ ン ネッ ト ワーク  リ ソースを利用できるよ うにします。 Cisco Unified MobilityManager
は、 Cisco 7800 シ リーズ Media Convergence Server （MCS） CallManager アプライアンスにインス トールされます （図 1）。

図 1 Cisco 7800 シリーズ Media Convergence Server CallManager アプライアンスに搭載された Cisco Unified MobilityManager

ソリューシ ョ ン

業務用電話番号を 1 つに統合 （シングルナンバー リーチ）

Cisco Unified MobilityManager の Cisco Mobile Connect サービスを使用するこ とで、 Cisco Unified CallManager ユーザは、 業務上

の電話をすべて、 1 つの IP 電話番号に統合し、 どこで仕事をしていてもすぐに電話を受けるこ とができるよ うになり ます。 企

業のお客様は、オフ ィ スの従業員に連絡する際に 1 つの電話番号のみを必要とするため、企業は新たな作業を行わなくても、よ

り応答性の高いサービスを提供できます。 企業のモバイル ワーカーの場合、 Cisco Unified MobilityManager を使用するこ とで、

プライベートの携帯電話番号を共有したり、モバイル ボイス メール ボッ クスの仕事上の電話を確認したりする必要がなくな り

ます。
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業務用ボイスメールの統合 （シングル ボイスメール）

モバイル ワーカーが Cisco Mobile Connect のコールに応答できない場合、 Cisco Unified MobilityManager が代わりに、 応答でき

なかったコールを  Cisco Unity® ボイス  メ ッセージング システム、 またはその他のエンタープライズ ボイス メール システムに

保存します。 従業員は、 1 つのエンタープライズ ボイス メール ボッ クスを使用して、 すべてのボイス メールを管理できます。

デバイスのモビリテ ィ

携帯電話は、 移動中には非常に便利ですが、 モバイル ワーカーがオフ ィ スに着く と、 あま り役にたちません。 Cisco Unified
MobilityManager の Cisco Mobile Connect サービスを使用する と、 モバイル ワーカーは、 オフ ィ スに着いたあと も、 IP デスク

フォンで通話を継続し、 スピーカーフォンやその他の IP フォン サービスを利用できます。 重要な電話を中断せずに継続でき、

従業員は特定の時間と場所に合わせて最適な IP 機能またはモバイル機能を利用できます。

Cisco Mobile Voice Access
Cisco Unified MobilityManager によ り、従業員は移動中でも、主要なエンタープライズ IP コ ミ ュニケーシ ョ ン機能をすべて利用

できます。 たとえば、モバイル ワーカーは移動中に海外オフ ィ ス と電話する必要がある場合、 Cisco Mobile Voice Access 回線を

使用して、 まるでホーム オフ ィ スにいるかのよ うに電話をかける こ とができます。 モバイル ワーカーは携帯電話から  Cisco
Mobile Voice Access 回線にダイヤルし、 タイ  ラインによって、 企業の IP コ ミ ュニケーシ ョ ン ネッ ト ワーク上で電話をかけま

す。 これによ り、 テレコム関連のコス ト を抑えるこ とができます。

Web ベースのシステムとユーザ管理

Cisco Unified MobilityManager は、 ユーザ プロファ イルを定義および管理するための柔軟なオプシ ョ ンを提供します。 ユーザは

安全なユーザ プロフ ァ イル Web ページにアクセス して、 携帯電話やその他の リ モー ト の電話番号を入力し、 Cisco Mobile
Connect サービスを利用して振り分けられるコールの種類を制限するフ ィルタを作成できます。 システム管理者は安全な管理

Web ページを使用して、 ユーザがプロファ イルをどの程度管理するかを決定し、 必要に応じてユーザ プロファイルを変更でき

ます。 ユーザは個人の選択を利用する一方で、 企業はリ ソースの利用を制御し、 バッ クアップ サポート を提供できます。

システム管理

Cisco Unified MobilityManager リ リース  1.2 では、 システム管理ツールが更新され、 Disaster Recovery System （DRS） が追加され

ました。 これは、 Cisco Unified CallManager リ リース  5.0 でも使用できます。 Disaster Recovery System を使用する と、 システム

管理者は、 ソフ ト ウェア アプリ ケーシ ョ ンのアップグレードやシステム障害に備えて、設定やユーザ データをバッ クアップし

て復元できます。 Disaster Recovery System ユーティ リ ティでは、 手動と自動の両方によるバッ クアップと復元が可能です。

セキュリテ ィ

Cisco Unified MobilityManager リ リース  1.2 では、システム セキュ リティが更新され、Cisco Security Agent for Unified CallManager
をサポート し、 Cisco Unified CallManager、 Cisco Unity Unified Messaging、 Cisco Unified Contact Center Express などの音声アプリ

ケーシ ョ ンが実行されているシスコ  ユニファイ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ン アプリ ケーシ ョ ン サーバを、 脅威から保護できるよ う

になり ました。 Cisco Security Agent for Unified CallManager は、 複数のセキュ リティ機能を集約します。 たとえば、 ホス トへの

侵入検知、 分散ファイアウォール、 悪意のあるモバイル コードに対する保護、 オペレーティング システムの完全性保証、 監査

ログの統合などをすべて、 1 つのエージェン ト  パッケージに統合します。 全体的なセキュ リ ティ  ス ト ラテジーの一部と して、

Cisco Security Agent for Unified CallManager は、シスコの SAFE ブループリ ン ト を強化し、エンドポイン ト まで保護を拡張します。
© 2006 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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図 2 Cisco Unified MobilityManager の管理

機能

Cisco Mobile Connect サービスを使用する と、 モバイル ワーカーは着信した業務上の電話を  IP 電話番号に振り分け、 携帯電話

（またはその他のリモートの電話） から  IP フォンを利用しているかのよ うに、 着信した電話に応答できます。 着信した電話を

オフ ィ スの電話または携帯電話で取り、 接続を中断せずにオフ ィ スの電話と携帯電話の間でコールをピッ クアップして、 携帯

電話やその他のリモートの電話から業務上の電話をかけるこ とができます。 Cisco Mobile Connect をサポートするために、 Cisco
Unified MobilityManager ソフ ト ウェアには、 企業のモバイル ワーカーごとにユーザ プロファ イル情報を作成、 アクセス、 およ

び制御するための Web ベースのシステム管理とユーザ プロファ イル設定ユーティ リ ティ を含む、統合モバイル アプリ ケーシ ョ

ン サービスが付属しています。

Cisco Unified MobilityManager が提供する機能は、 次のとおりです。

• 同時に呼び出し音 ― 着信した電話は、ユーザの IP デスク ト ップ フォンと携帯電話で同時に呼び出し音が鳴り ます。ユーザ

が電話に出る とすぐに、 応答しなかった電話の呼び出し音は自動的に停止します。 ユーザは、 着信があるたびに、 最適な電

話で応答するこ とができます。

• デスク ト ップ ピッ クアップ ― ユーザが携帯電話からコールを開始した場合、接続を中断せずにユーザのデスク ト ップ フォ

ンでコールをピッ クアップできます。

• モバイル コール ピッ クアップ ― ユーザがデスク ト ップ フォンからコールを開始した場合、 接続を中断せずにユーザの携

帯電話に切り替えるこ とができます。 そのと きのニーズに応じて、 ユーザは、 有線のオフ ィ スの電話機の信頼性、 または携

帯電話の利便性を活用できます。
© 2006 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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• Cisco Mobile Connect コールのセキュ リティ とプライバシー ― アクティブな Cisco Mobile Connect コールでは、 関連するデ

スク ト ップ IP フォンは保護されています。無許可のユーザが、携帯電話にブリ ッジされるコールを盗聴できないよ うに、携

帯電話の接続がアクティブになる とすぐに、 デスク ト ップからのコールが終了します。

• Cisco Mobile Voice Access ― ユーザは、 IP PBX （構内交換機） の内線電話であるかのよ うに、携帯電話からコールを開始し、

ローカル音声ゲート ウェイ と  WAN ト ランキングを利用できます。

• オフ ィ スのボイス  メールボッ クスの統合 ― ユーザは、 デスク ト ップおよび携帯電話へのコールを含む、 すべてのコールの

統合されたボイス メール ボッ クス と して、 オフ ィ スのボイス メール ボッ クスを利用できます。 発信者は、 予測可能な方法

で従業員にアクセスでき、 ユーザは複数のボイス メール システムをチェッ クするために費やす時間が少なくな り ます。

• 許可/ブロ ッ ク  コール フ ィルタ  ― ユーザは、 デスク ト ップと携帯電話の同時の呼び出し音を設定する発信者番号を制限し

た リ ス ト を作成できます （許可コール フ ィルタ）。 また、 デスク ト ップの電話が鳴る と きは携帯電話を鳴らさないよ うにす

る電話番号のリ ス ト を作成するこ と もできます （ブロ ッ ク  コール フ ィルタ）。 この設定によ り、各ユーザは重要なコールを

受信しながら、 不要なコールの増加を防ぐこ とができます。

• 発信者番号通知 ― 発信者番号が保存され、 すべてのコールに表示されます。 ユーザは、 元の発信者情報を失わずに、 Cisco
Mobile Connect を利用できます （携帯電話サービス  プロバイダーの機能の影響を受けます）。

• システム管理者が管理できるユーザ プロファイルへのアクセス  ― ユーザ プロファ イル設定の変更は、システム管理者の場

合は安全な Cisco Unified MobilityManager 管理 Web ページを使用して、ユーザの場合は安全なユーザ プロファイル Web ペー

ジを使用して実行できます。 システム管理者は、 ユーザがプロファ イルをどの程度管理するかを決定できるため、 ユーザの

選択に合わせて IP テレフォニー リ ソースのバランスを取るこ とができます。

• オン/オフのリモート制御 ― ユーザは、 Cisco Mobile Voice Access アプリ ケーシ ョ ンまたはユーザ プロファイル Web ページ

を使用して、 携帯電話から  Cisco Mobile Connect 機能をオンまたはオフにでき、 モビ リティの管理を柔軟に行う こ とができ

ます。

• ユーザ ID と個人 ID 番号の保護による音声ベースのアクセス  ― Cisco Mobile Voice Access アプリ ケーシ ョ ンは、ユーザ名と

パスワードで保護されます。

• コール ト レース  ― Cisco Mobile Connect コールは記録され、企業がト ランク利用率を最適化し、接続の問題をデバッグする

のに役立つ情報を提供します。

仕様

表 1 に、 Cisco Unified MobilityManager のソフ ト ウェアおよびハードウェア仕様を示します。

表 1 Cisco Unified MobilityManager の仕様

発注情報

表 2 に、Cisco Unified MobilityManager リ リース 1.1 および 1.2 の発注情報を示します。Cisco Unified MobilityManager リ リース 1.1
は、Cisco Media Convergence Server 7815 のみをサポート します。Cisco Unified MobilityManager リ リース  1.2 は、Cisco 7800 シリー

ズ Media Convergence Server をすべてサポート します。

コンポーネン ト 説明

Cisco Media Convergence Server Cisco Media Convergence Server 7815、 7825、 7835、 7845

Cisco Unified MobilityManager サーバのソフ トウェア 
プラッ ト フォーム

Linux アプライアンス

Cisco Unified CallManager 互換性 Cisco Unified CallManager 4.0(2a) 以上

シスコ  マルチサービス ルータおよび音声ゲートウェイ Voice Extensible Markup Language （VXML） をサポート したシスコ  マルチサー

ビス ルータおよびゲートウェイ
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表 2 Cisco Unified MobilityManager の発注情報

シスコ  ユニファイ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ンのサービスおよびサポート

シスコシステムズとパートナーは、シスコのライフサイクル サービスの考え方を活用して、シスコ  ユニファイ ド  コ ミ ュニケー

シ ョ ン システムをサポートするための幅広いエンドツーエンド  サービスを提供しています。 これらのサービスは、 IP コ ミ ュニ

ケーシ ョ ン ソ リ ューシ ョ ンの構築、 運用、 および最適化に効果のある手法を基にしています。 たとえば、 早期段階に計画サー

ビスおよび設計サービスを活用する と、 厳しいスケジュール要件を満たすこ とができ、 導入作業中のネッ ト ワークの停止を最

小限に抑えます。 運用サービスを使用する と、 専門家の技術サポートによって通信の中断リ スクを軽減できます。 最適化サー

ビスを使用する と、 ソ リ ューシ ョ ンのパフォーマンスが向上し、 運用効率が高ま り ます。 シスコ とそのパートナーは、 耐障害

性の高い統合型ネッ ト ワークの構築および維持に役立つシステムレベルのサービスおよびサポート を提供し、 企業ニーズに対

応しています。

製品番号 説明

MM1.1-K9= リ リース 1.1 用の Cisco Unified MobilityManager サーバ ソフ トウェア

MM1.2-K9= リ リース 1.2 用の Cisco Unified MobilityManager サーバ ソフ トウェア

LIC-MM-MC= Cisco Mobile Connect 用の Cisco Unified MobilityManager ユーザ ライセンス

MCS-7815-I1-IPC3 Cisco Media Convergence Server 7815-I1 アプライアンス

MCS-7825-I1-IPC1 Cisco Media Convergence Server 7825-I1 アプライアンス （リ リース 1.2 が必要）

MCS-7825-H1-IPC1 Cisco Media Convergence Server 7825-H1 アプライアンス （リ リース 1.2 が必要）

MCS-7835-I1-IPC1 Cisco Media Convergence Server 7835-I1 アプライアンス （リ リース 1.2 が必要）

MCS-7835-H1-IPC1 Cisco Media Convergence Server 7835-H1 アプライアンス （リ リース 1.2 が必要）

MCS-7845-I1-IPC1 Cisco Media Convergence Server 7845-I1 アプライアンス （リ リース 1.2 が必要）

MCS-7845-H1-IPC1 Cisco Media Convergence Server 7845-H1 アプライアンス （リ リース 1.2 が必要）
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